
去
る
５
月
28
日
の
第
12
回
評
議
員
会
で
、本

会
の
第
３
期
役
員（
理
事
、監
事
）が
選
任
さ

れ
、理
事
４
名
と
監
事
１
名
が
交
代
し
ま
し

た
。そ
し
て
第
３
期
の
初
日
と
な
っ
た
７
月
１

日
の
理
事
会
に
お
い
て
、会
長
に
鶴
崎
和
宏
氏

を
選
任
し
ま
し
た
。

新
体
制
と
な
っ
た
第
３
期
の
社
会
福
祉
協

議
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
会
長
に
鶴
崎
和
宏
氏

社協の第3期がスタート！社協の第3期がスタート！会員のみなさまにささえられて、
宍粟市社協は5年目を迎えました

ご協力をお願いします 一般会員会費 １,０００円《１戸あたり》

社
協
の
会
員
制
度
は
、社
協
の
運
営
原
則
で

あ
る「
住
民
主
体
」と
い
う
考
え
の
基
と
な
る
も

の
で
、そ
の
会
費
は
、宍
粟
市
の
地
域
福
祉
を
進

め
る
社
協
活
動
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、法
人

で
あ
る
社
協
の
屋
台
骨
を
支
え
る
も
の
で
、社

協
の「
総
務
管
理
経
費
」の
財
源
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

社
協
の
収
入
財
源
は
、市
の
補
助
金
や
事
業

委
託
金
、善
意
銀
行
預
託
金
、赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
配
分
金
、介
護
報
酬
、そ
し
て
、皆
様
か
ら

い
た
だ
く
会
費
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。こ
の

う
ち
、善
意
銀
行
預
託
金
や
赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
配
分
金
は
、介
護
保
険
以
外
の
地
域
福
祉

事
業
の
財
源
に
活
用
し
、介
護
報
酬
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
費
に
、ま
た
、市
の
補
助
金

は
、地
域
福
祉
を
進
め
る
職
員
の
人
件
費
、事
業

委
託
金
は
、市
か
ら
受
託
し
た
事
業
の
経
費
に

充
て
て
い
ま
す
。

８
月
は
社
協
一
般
会
費
を
お
願
い
す
る
月
で

す
。出
費
が
多
く
大
変
で
す
が
、納
入
に
つ
い
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、「
領
収
証
」と
し
て
、「
会
員
証（
シ
ー

ル
）」を
配
布
し
ま
す
の
で
、玄
関
な
ど
に
貼
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

社
協
の
屋
台
骨
を

支
え
る
社
協
会
員
会
費

社
協
の
屋
台
骨
を

支
え
る
社
協
会
員
会
費

一般会費の内訳

第
３
期
理
事･

監
事
の
み
な
さ
ん

　

第
１
回
理
事
会
終
了
後
一宮
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
で

新会長　鶴崎　和宏

 会　長 鶴崎　和宏　（五十波） 理　事 村上　ノリ　（山田町） 理　事 山木　康子　（下河野）

 副会長 小椋　清之助（鹿伏） 理　事 段林　　繁　（生栖） 理　事 平岡　千恵子（高下）

 副会長 西林　長太郎（東市場） 理　事 田路　壽子　（三方町） 理　事 広本　栄三　（上寺）

 副会長 堂場　政彦　（河内） 理　事 植田　美代子（野尻） 監　事 稲田　　実　（閏賀）

 理　事 水谷　　雄　（加生） 理　事 森本　都規夫（谷） 監　事 衣笠　富重　（高所）

 理　事 鎌田　珠子　（西鹿沢） 理　事 金本　幹雄　（鷹巣）  理事15名、監事2名

宍粟市社協第3期役員〔任期　平成21年7月１日～平成23年6月30日〕

お陰様で宍粟市社協は、この7月1日をもちま
して発足5年目を迎え、第3期の役員体制がス
タートいたしました。その中で、この度、不肖私
が会長を仰せつかりました。もとよりその器で
ないことは十分承知しておりますが、かくなる上
は、関係の皆様方と一致協力し、地域福祉のた
め精一杯頑張る所存でありますので、春田前会
長様同様、皆様の格別のご指導ご支援を心から
お願い申し上げます。
さて、今年度は「宍粟市の誰もが安心して暮ら

せる福祉のまちづくり」を目指して平成19年度
に着手した「第一次地域福祉推進計画」の最終
年次、総仕上げの年となっております。計画の主

要項目の一つである自治会別懇談会におきまし
て、皆様からいただきました貴重なご意見等をも
とに、第一次計画のあしあとを総括し、次期計画
の着手に繋がなければと考えております。社協
経営は、厳しい社会情勢の中にあって、市ご当局
の支援を賜りながらも、なおかつ、地域における
福祉活動の財源確保に苦慮している厳しい実状
にあります。
もちろん、財政規模に応じた事業計画をたて、
地域における福祉を基軸に優先度を決めるな
ど、一層きめ細かな対応が必要であることは言う
までもありません。
「人口減少・不安増大」傾向の中、社協活動は
多くのボランティアの皆様に支えられておりま
す。市民の皆様のささえあい活動こそが大きな
パワーとなって、もっと温かい宍粟を造ると信じ
ております。どうぞよろしくお願いします。

「ささえあいの
　まちを目指して」
「ささえあいの
　まちを目指して」

人事労務
管理経費など

149円

コンピューター
経費など

107円

事務所消耗品･
通信費など

160円

会用車経費

69円
損害保険掛金

46円

事務機器
リース料など

81円

社協広報発行経費

106円

事務所賃借料など

142円

社協の一般会費

1,000円
役員会･研修会経費

140円

「一人はみんなのために
　　　　　　みんなは一人のために」

23

8月


